
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 千円
③ 人
① ％
② ％
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

一般管理として水族館維持のために必要最低限の事業で、その中
でも優先度を考慮して対応している。

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

　

１ 適正である

２ 目標どおり

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない
妥　当　性 Ａ

自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ｂ

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

100周年　特別記念入館券印刷

-22.2% 5,880,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 106,332,000 103,138,332 107,001,000 102,080,775 -1.0% 111,636,000

人
件
費

1,400 -22.2% 1,400

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 7,560,000

②年間所要時間 1,800

0.7% 105,756,000

7,560,000 5,880,000 5,880,000

2 0.0% 2

1,800 1,400

105,756,000
⑤一般財源

96,200,775

1,461,000

②県支出金

95,578,332 101,121,000

95,578,332 101,121,000

収入合計

④負担金補助及び交付金

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 98,772,000

98,772,000

③地方債

96,200,775 0.7%

96,200,775

0.7%

105,756,000
⑤その他 1,037,3381,120,000
支出合計（Ａ） 98,772,000 95,578,332 101,121,000

1,221,349 17.7%

70,912,000

4,551,000

66,655,331 -1.8%
28,324,095 6.4%

③工事請負費
67,911,640 68,100,000

30,293,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

31,560,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 29,422,000 26,629,354
②委託料 68,230,000

100.00 126.01 126.0% 80.00

成
果
指
標

入館者数の前年対比 88.89 111.23

年間パスポート利用者数前年比 -
51.19 68.08

81.2% 900

124.9% 100.00106.56 133.06
133.0% 54.40

-
入場料その他の収入/歳出合計 32.75 34.21

124.9% 150,000
入場料その他の収入 72,689 97,139 74,697 96,030 128.6% 76,075

150,000 187,306

年間パスポート利用者数 700 838 1,300 1,056

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

年間入館者数 120,000 140,769
計画 実績 達成率 計画

意       図
（成果指標）

①入館者が快適で安全に水族博物館で過ごすことができる。②施設の不具合を早期発見し、対応することができる。
③入館者及びリピーターが増加する。

25年度 26年度
計画 実績

市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 水族博物館施設の維持・管理をする事務

対　   　象 ①県内外の入館者（市民を含む）　②水族博物館の施設

手       段
（活動指標）

水族博物館の施設の維持管理と運営

1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

予 算 事 業 名 2.一般管理費 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館一般管理事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

事  業  期　間



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 千円
② 件
③ 千円
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

当社予算に関しては、修繕計画を立て、優先度をつけて対応して
いる。しかし、全体に老朽化が進んでおり、予測不可能で突発的
な修繕も多々生じており、補正で対応せざるを得ない状況が続い
ている。

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

　

１ 適正である

２ 目標どおり

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない
妥　当　性 Ａ

自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ｂ

効  率  性 Ａ

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

限られた予算の中で、修繕の優先順位を勘案し、水族博物館の施設・設備の修繕の実施

36.4% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 6,999,000 6,998,515 6,956,353 6,914,353 -1.2% 6,820,000

人
件
費

600 36.4% 600

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,848,000

②年間所要時間 440

-14.7% 4,300,000

1,848,000 2,520,000 2,520,000

2 0.0% 2

440 600

4,300,000
⑤一般財源

4,394,353

②県支出金

5,150,515 4,436,353

5,150,515 4,436,353

収入合計

④負担金補助及び交付金

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 5,151,000

5,151,000

③地方債

4,394,353 -14.7%

4,394,353

-14.7%

4,300,000
⑤その他
支出合計（Ａ） 5,151,000 5,150,515 4,436,353

4,394,353 -14.7%

③工事請負費

4,300,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

4,436,353

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 5,151,000 5,150,515
②委託料

成
果
指
標

修繕件数の前年比 100.00 109.09
100.00 85.32

102.2%

78.3% 100.00100.00 78.30
85.3% 100.00修繕に要した費用/前年度の修繕に要した費用 101.18 89.13

100.0% 4,300
実施した修繕の総件数 50 60 50 47 94.0% 50

4,300 4,300

修繕に要した費用 4,300 5,151 4,300 4,395

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

当初修繕予算 4,300 4,300
計画 実績 達成率 計画

意       図
（成果指標）

施設・設備を適切に管理できる。

25年度 26年度
計画 実績

市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 水族博物館の施設の維持管理と運営にかかる修繕

対　   　象 水族博物館の修繕を要する施設、設備

手       段
（活動指標）

水族博物館の施設・設備の修繕の実施

1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

予 算 事 業 名 2.一般管理費 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館施設管理事務

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

事  業  期　間



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③ 人
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

水族館の経営に直結する事業なので、効果的な観客誘致方法を取
り入れたり、魅力的なオリジナルグッズの開発を進めていく。

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

　

１ 適正である

２ 目標どおり

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない
妥　当　性 Ａ

自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ｂ

効  率  性 Ａ

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

魚津水族館創立100周年記念セットを販売 　魚津水族館オリジナルの「富山の生きものクリアファイル」「マツカサウオペーパーク
ラフト」「魚津水族館の変遷紙風船」がセットになったお得な100周年記念セット

水族館の魚にエサをあげよう![波の水槽」の横で、ガチャガチャにて販売 100円,1日60カプセル限定
　

-4.5% 1,764,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,559,000 3,543,120 4,480,000 4,414,200 24.6% 4,302,000

人
件
費

420 -4.5% 420

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,848,000

②年間所要時間 440

56.3% 2,538,000

1,848,000 1,764,000 1,764,000

2 0.0% 2

440 420

2,538,000
⑤一般財源

2,650,200

②県支出金

1,695,120 2,716,000

1,695,120 2,716,000

収入合計

④負担金補助及び交付金

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 1,711,000

1,711,000

③地方債

2,650,200 56.3%

2,650,200

56.3%

2,538,000
⑤その他
支出合計（Ａ） 1,711,000 1,695,120 2,716,000

2,650,200 56.3%

③工事請負費

2,538,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

2,716,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 1,711,000 1,695,120
②委託料

成
果
指
標

団体入館者数/入館者数 23.45 15.89
0.33 0.13

49.8% 500

129.1% 2020.00 25.82
39.4% 0.33優待券利用者数/入館者数 0.58 0.25

124.9% 150,000
団体入館者数 28,140 21,943 30,000 48,363 161.2% 30,000

150,000 187,306

優待券利用者数 700 348 500 249

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

入館者数 120,000 140,769
計画 実績 達成率 計画

意       図
（成果指標）

①観光業者が水族館をPRし、お客様が来館する。②入館者が満足する。③にいかわ圏内宿泊者が来館する。

25年度 26年度
計画 実績

市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要
県内外の観光業者へのPR及び入館者に対するサービス向上によって入館者の増加を図ることを目的としている。ただ
し、広告宣伝事務は除く。

対　   　象 入館者　観光業者　市内外の宿泊施設

手       段
（活動指標）

①外部イベントでのPR活動　②パンフレットの送付　③イベントの実施　④お正月飾りつけとプレゼント実施
⑤にいかわ観光圏内宿泊利用者の割引き　⑥オリジナル商品の開発・販売

1.水族館費

５　交流と連携によるにぎわい創出 項 1.水族館費

施  策  名 ９　観光の振興 目 1.水族館管理費

予 算 事 業 名 5.観客誘致事業 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館観客誘致事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 ９-２　情報の活用と受け入れ体制の整備

事  業  期　間



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 人
③ 回
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

ホームページは情報発信に強力なツールであり、より有効な運用
が必要で、魅力ある情報発信ができる否かが重要である。そのた
めにはＨＰのシステムや、人的スキル向上および作業時間等の確
保が重要である。

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

　

１ 適正である

２ 目標どおり

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない
妥　当　性 Ａ

自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ａ

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

飼育係のひとりごとの充実

-81.8% 168,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,218,000 1,217,790 308,000 307,860 -74.7% 296,000

人
件
費

40 -81.8% 40

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 924,000

②年間所要時間 220

-52.4% 128,000

924,000 168,000 168,000

2 0.0% 2

220 40

128,000
⑤一般財源

139,860

140,000

②県支出金

293,790 140,000

293,790 140,000

収入合計

④負担金補助及び交付金

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 294,000

294,000

③地方債

139,860 -52.4%

139,860

-52.4%

128,000
⑤その他 293,790294,000
支出合計（Ａ） 294,000 293,790 140,000

139,860 -52.4% 128,000

③工事請負費

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

成
果
指
標

アクセス数の前年対比 65.38 139.76
106.56 133.06

65.9% 220

118.8% 100.00100.22 119.07
124.9% 100.00入館者の前年対比 88.89 111.23

118.8% 112,000
年間入館者数 120,000 140,769 150,000 187,306 124.9% 150,000

112,000 133,063

ホームページ更新回数 210 203 220 145

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

ホームページアクセス数 85,000 111,751
計画 実績 達成率 計画

意       図
（成果指標）

①対象者の魚津水族館に関する興味を増加させ、来館を促す。
②魚津水族館に興味はあるが、来館に至らない対象者を来館へつなげる。

25年度 26年度
計画 実績

市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 インターネット・ホームページを利用した情報発信による入館者増

対　   　象 ①市民②県内外の入館者③魚津水族館に興味関心がある未入館者

手       段
（活動指標）

ホームページを使ったイベントの案内・利用案内。ホームページに寄せられた質問に対する回答。携帯電話用のホー
ムページの配信。飼育係からの話題提供。

1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

予 算 事 業 名 5.観客誘致事業 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

開始年度 平成10年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館ホームページ運用事務

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

事  業  期　間



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③ 件
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館広告宣伝事務

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

事  業  区　分 自治事務

予 算 事 業 名 5.観客誘致事業 係　   　名 管理係

電 話 番 号 0765-24-4100

担
当
部
署

課       名 水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款 1.水族館費

５　交流と連携によるにぎわい創出 項 1.水族館費

市民協働の状況

施  策  名 ９　観光の振興 目

176

計画計画 実績

205

実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津水族館の魅力や活動をPRし、入館者の増加を図る事業。

対　   　象 ①市民②県内外の観光客③保育園・幼稚園・学校の遠足担当者

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
計画

124.9% 150,000

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 ９-２　情報の活用と受け入れ体制の整備

1.水族館管理費

政  策  名

協働可能だが予定なし

187,306
161.2%48,363

手       段
（活動指標）

①テレビ、新聞、雑誌等への広告掲載　②JR魚津駅、地鉄富山駅、宇奈月駅の看板　

意       図
（成果指標）

①市民の関心が魚津水族館に向き、市民の来館が増える。②水族館の魅力が伝わることで、県内外の入館者が増加す
る。③遠足の利用が増え、入館者が増加する。

25年度 26年度
達成率

28,140 21,943 30,000

100.00

30,000
116.5% 176

124.9% 100.00
211.65

150,000活
動
指
標

入館者数 120,000 140,769

テレビCM　新聞掲載等 211 174
団体入館者数

154.8%
106.56 133.06

88.89 77.51 136.72

成
果
指
標

入館者数の前年対比 88.89 111.23
団体入館者数の前年対比

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

③地方債

⑤その他 2,541,000 2,540,462 2,742,130 2,624,072
2,541,000 2,540,462 2,742,130

3.3% 2,500,000
支出合計（Ａ）

財
源
内
訳

①国庫支出金
2,500,000

②県支出金

2,624,072 3.3%

2,624,072

2,540,462
⑤一般財源
④その他（使用料、雑入等） 2,541,000 2,540,462 2,742,130

収入合計 2,541,000

3.3% 2,500,000

2,500,0002,742,130 2,624,072 3.3%
0.0%

2,016,000

9.1%

2

480 480

2

2,016,0001,848,000 1,848,000 9.1%③人件費（②×＠ 4,200 2,016,000

5.7% 4,516,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 4,389,000 4,388,462 4,758,130 4,640,072

人
件
費

2 2 2

②年間所要時間 440 440 480

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ）

評価項目 内　　容

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

①テレビ、新聞、雑誌等への広告掲載　②JR魚津駅、地鉄富山駅、宇奈月駅の看板

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり

２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
３ 妥当でない

３ 低い・未実施

Ｂ

効  率  性

１ 高い ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

１ 妥当である

２ 改善の余地あり

３ 低い

Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

有  効  性 類似事業の有無
上位施策への貢献度

目標達成度

１次評価
（課長総括）

３ 低い１ 高い ２ 普通

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 適正でない

Ａ 計画どおり事業を実施することが適
当

　２次評価 不要

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

広告宣伝費は経費削減され、例年同様の企画しか、参加できない
状況にある。広告宣伝は費用対効果が明らかにしにくい事業であ
るが、対象やツールを考えて事業展開することが必要である。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ハード事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館施設整備事業

事  業  期　間 開始年度 平成20年 終了年度

事  業  区　分 自治事務

予 算 事 業 名 6.施設整備事業 係　   　名 管理係

電 話 番 号 0765-24-4100

担
当
部
署

課       名 水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

計画計画 実績実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要 水族館施設の大規模な新規及び改修整備に関する施設改修事業

対　   　象 ①入館者②魚津水族館館内設備

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
計画

124.9% 150,000

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

1.水族館管理費

政  策  名

協働になじまない

187,306

手       段
（活動指標）

大規模な整備に関する施設改修工事

意       図
（成果指標） 効果的な改修を行い、今後10年にわたっての安定運営を図る。

25年度 26年度
達成率

124.9% 100.00

150,000活
動
指
標

年間入館者数 120,000 140,769

106.56 133.06成
果
指
標

入館者の前年対比 88.89 111.23

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費
②委託料 22,231,800

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

475,000
101,129,980 16,593,647 16,534,350 -83.7% 9,000,000
21,934,500 -100.0%

③工事請負費 101,428,200
④負担金補助及び交付金

③地方債

⑤その他 1,500,000 1,470,000
123,660,000 123,064,480 18,093,647支出合計（Ａ）

財
源
内
訳

①国庫支出金
9,475,000

②県支出金 22,056,000

18,004,350 -85.4%

-100.0%

18,004,350

123,064,480
⑤一般財源
④その他（使用料、雑入等） 123,660,000 101,008,480 18,093,647

収入合計 123,660,000

-82.2% 9,475,000

9,475,00018,093,647 18,004,350 -85.4%
25.0%

2,100,000

-75.0%

5

500 500

5

2,100,0008,400,000 8,400,000 -75.0%③人件費（②×＠ 4,200 2,100,000

-84.7% 11,575,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 132,060,000 131,464,480 20,193,647 20,104,350

人
件
費

4 4 5

②年間所要時間 2,000 2,000 500

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ）

評価項目 内　　容

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

総合公園海水送水ポンプ更新、既設エレベーター更新、消防用設備排煙ダクト改修、出入口ドア更新、実験水槽濾過循環設備更新

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり

２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
３ 妥当でない

３ 低い・未実施

Ａ

効  率  性

１ 高い ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

１ 妥当である

２ 改善の余地あり

３ 低い

Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

有  効  性 類似事業の有無
上位施策への貢献度

目標達成度

１次評価
（課長総括）

３ 低い１ 高い ２ 普通

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 適正でない

Ａ 計画どおり事業を実施することが適
当

　２次評価 必要

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

今後、耐震化診断および工事が必要であり、他の大型施設の老朽
対策も考慮して、10年規模の改修計画を立てている。これと並行
して、新施設の建設について早急に検討する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 千円
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

平成24年度に行った魚津水族館100周年記念リニューアルに合わせ
て、平成25年度に各種事業を行い、相乗効果による観客誘致を
行ったところ、予想以上の入館者があった。本事業は単年度であ
るが、北陸新幹線開業の合わせた事業など、新たな観客誘致に努
力していく。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容
魚津水族館オリジナルファイル（100周年記念プレゼント用）1,000枚
魚津水族館キトキト一日館長（プリントタスキ、ポロシャツ）2人×3日間
魚津水族館創立100周年記念展、魚津水族館創立100周年セレモニーの実施
夏休み親子イベント「プロカメラマンと自然探検」（プロ水中カメラマン内山りゅう市を招いて屋外イベント、講演の実施）
館内撮影（パンフレット、記念誌用）
キャラクターモニュメント製作　2体（ホタルイカ、マツカサウオ）
100周年記念誌「富山のさかな」　発行　2,000部

0 2,100,000 2,100,000 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 0 0 10,560,000 9,585,392

②年間所要時間 500 500
人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 5 5

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 0

収入合計 0 0 8,460,000 7,485,392 0
⑤一般財源
④その他（使用料、雑入等） 8,460,000 7,485,392

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

支出合計（Ａ） 0 0 8,460,000 7,485,392 0
⑤その他 860,000 628,200
④負担金補助及び交付金
③工事請負費
②委託料 3,300,000 2,992,815

決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 4,300,000 3,864,377

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

入場料その他の収入/歳出合計 51.19 68.08 133.0%

成
果
指
標

入館者数の前年対比 106.56 133.06 124.9%

124.9%
入場料その他の収入 74,697 96,030 128.6%

活
動
指
標

年間入館者数 150,000 187,306
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

100周年記念事業

意       図
（成果指標）

日本で最も古い歴史がある魚津水族館を県内外にＰＲし、観客誘致につなげる

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津水族館創立100周年記念事業

対　   　象 ①県内外の入館者（市民を含む）　

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

平成25年度 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

政  策  名

水族博物館

予 算 事 業 名 2.100周年記念事業 係　   　名 管理係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館100周年記念事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成25年度 終了年度



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 企画展事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

予 算 事 業 名 4.企画展事業 係　   　名 飼育研究係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 2.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 3.水族館管理費

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 担当者が世間情勢を考慮しながらテーマを選び、特別展会場を中心に年に数回開催する。

対　   　象 来館者

手       段
（活動指標）

夏の特別展、ホタルイカ展示、クリスマス展、ハロウィーン特別展示、干支展

意       図
（成果指標）

企画展を通して、入館者は生物に対して興味がわき、知識が増える。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

企画展の実施回数 6 5 6 6 100.0% 6

成
果
指
標

特別展開催期間中入場者数/年間入場者数 100 68 100 80 80.0% 100

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 1,169,000 1,020,787 1,094,000 685,836 -32.8% 1,106,000
②委託料 944,000
③工事請負費

770,375 1,043,534 587,229 -23.8%
④負担金補助及び交付金

146,000
支出合計（Ａ） 2,208,000 1,791,162 2,137,534 1,273,065 -28.9% 2,196,000
⑤その他 1,039,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 1,791,000 1,791,162 2,137,534 1,273,065 -28.9% 2,196,000

収入合計 1,791,000 1,791,162 2,137,534 1,273,065 -28.9% 2,196,000
⑤一般財源

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 7,560,000

0.0% 3

②年間所要時間 1,800 1,800 1,800 1,800 0.0% 1,800

7,560,000 7,560,000 7,560,000 0.0% 7,560,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 9,768,000 9,351,162 9,697,534 8,833,065 -5.5% 9,756,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○魚津水族館創立100周年記念　ホタルイカ特別展示
○魚津水族館創立100周年記念　夏の特別展　富山の自然を守ろう！希少生物展：人間が便利さを追求する中で自然環境が失われていることを伝
え、考えてもらうために開催した。
○魚津水族館創立100周年記念　魚津水族館創立100周年展：初代から３代目水族館100年の歴史を多くの入館者に知ってもらうために開催した。
○魚津水族館創立100周年記念　ハロウィーン水槽設置
○魚津水族館創立100周年記念　クリスマス展
○魚津水族館創立100周年記念　エーッと？ウマ年！コーナー開設：干支の「午年」にちなんで「ウマ」にまつわる生物の紹介を行い、年賀状で
使えるように入館者と生物が一緒に写真撮影ができるようにした。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

１年間に何度でも来館してもらえるように、季節ごとに様々な企
画展をを行う事で来館者の満足度を高めて、年間パスポートの活
用とともにリピーターにつなげることができると考える。企画の
内容と質の向上が必要である。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 点
② 件
③ 人
① ％
② 数
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 博物館事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

予 算 事 業 名 3.博物館事業 係　   　名 飼育研究係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 2.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 3.水族館管理費

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 ①水族館の常設展示生物の飼育・展示　②調査研究　③普及活動に関わること

対　   　象 ①常設展示生物　②入館者　③普及活動

手       段
（活動指標）

①水族館の常設展示生物の飼育・展示　②調査研究　③うおづ水辺の調査隊活動等

意       図
（成果指標）

①水族館の展示生物をよい状態で飼育・展示ができる　②調査研究の結果を年報やホームページで公表する
③普及活動により、水生生物に対する理解が向上する

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

展示生物 10,000 11,000 10,000 11,000

普及活動参加人数 7,000 6,800 8,000

110.0% 11,000
調査研究数 4 2 4 3 75.0% 3

7,000 87.5% 8,000
成
果
指
標

本年度展示生物数/前年度の展示生物数 100 110 100 100 100.0% 100
論文・報告発表数 7 3 8 3 37.5% 8
普及活動の満足度 100 100 100 100 100.0% 100

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 7,291,000 6,214,644 7,082,961 6,143,769 -1.1% 7,666,000
②委託料
③工事請負費

5,390,385 1,488,375 1,285,085 -76.2%
④負担金補助及び交付金

1,549,000
支出合計（Ａ） 8,697,000 11,605,029 8,571,336 7,428,854 -36.0% 9,215,000
⑤その他 1,406,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 11,605,000 11,605,029 8,571,336 7,428,854 -36.0% 9,215,000

収入合計 11,605,000 11,605,029 8,571,336 7,015,100 -39.6% 9,215,000
⑤一般財源

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 7,560,000

0.0% 3

②年間所要時間 1,800 1,800 1,800 1,800 0.0% 1,800

7,560,000 7,560,000 7,560,000 0.0% 7,560,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 16,257,000 19,165,029 16,131,336 14,988,854 -21.8% 16,775,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容
○ホタルイカ発光実験開催
○うおづ水辺の調査隊活動の実施：３年目である今回の活動は、河川だけではなく海での釣り採集も初めて行った。
○アウチリーチ活動の実施：25年度は、市内の小学校に魚津の河川で見られる淡水魚と海岸の生物水槽のいずれかを設置した。
○水族館市民感謝イベント2013の実施：リニューアル後の水槽解説と特別に裏方を紹介した。
○魚津水族館創立100周年記念　キトキト１日館長の実施：館長の辞令交付の後に館内見回りや餌やり、掃除を体験した。
○魚津水族館創立100周年記念　プロカメラマンと自然探検：プロカメラマンの講演会及び野外での生物観察会を実施した。
○魚津市内の淡水魚、両生爬虫類および野鳥の調査を行った。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

職員が調査研究を行ったり、日本動物園水族館協会主催の会議に
参加したりして、飼育技術や知識の情報収集を行う事は、展示の
向上につながり入館者が興味のわく展示や解説ができる。また、
普及活動を充実して、より深い情報提供を行うためのイベント等
を検討する。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 市史編纂動物調査事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成25年 終了年度

水族博物館

予 算 事 業 名 ８.市史編纂動物調査事業 係　   　名 飼育研究係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

平成28年 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 水族館費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 水族館費

施  策  名 33　文化の振興 目 水族館管理費

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津市史自然編編集の基礎データを蓄積するため、市内の生物に関する調査を行う。

対　   　象 魚津市内の生物全般

手       段
（活動指標）

野外調査、資料（文献、書籍など）の情報収集

意       図
（成果指標）

魚津市史自然編の発刊に必要な情報や資料を、野外調査や情報収集によって集積する。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

野外調査日数 20 20 100.0% 50

成
果
指
標

調査による情報収集率 30 30 100.0% 53

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 150,000 112,382 150,000
②委託料
③工事請負費
④負担金補助及び交付金

支出合計（Ａ） 0 0 150,000 112,382 150,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
150,000 112,382 150,000

収入合計 0 0 150,000 112,382 150,000
⑤一般財源

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 0

3

②年間所要時間 300 200 300

0 1,260,000 840,000 1,260,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 0 0 1,410,000 952,382 1,410,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

・魚津市内の生物の調査

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

調査の初年度であり、従前の博物館事業の延長線上であった。次
年度より魚類・両生類はもとより、昆虫類・爬虫類・鳥類・哺乳
類の調査にも参加、協力して、市史編纂の基礎資料を収集してい
く。

評
価
結
果


